
時間 プログラム 登壇者

30分程度 【行政説明】 　厚生労働省大臣官房厚生科学課 災害等危機管理対策室

30分程度
【主な保健医療福祉活動チームからの説明①】

　DMAT事務局

30分程度
【主な保健医療福祉活動チームからの説明②】

　日本赤十字社

30分程度
【主な保健医療福祉活動チームからの説明③】

　DWAT事務局

時間 プログラム 登壇者

13:00～13:05 【開催挨拶】
　厚生労働省健康・生活衛生局健康課

　課長　堀岡　伸彦

13:05～13:50
【行政説明】（45分）

「内閣府における災害に関する取組みと今後の保健活動について（仮）」

　内閣府政策統括官（防災担当）付  参事官（避難支援担当）付

　黒濵　綾子

13:50～14:30
【行政説明】（40分）

「災害時の保健活動について～保健師活動を中心に～（仮）」

　厚生労働省健康・生活衛生局健康課保健指導室

　室長　後藤　友美

14:30～14:35

14:35～15:15
【基調講演】（40分）

「熊本県地震に学ぶ自治体における災害時の保健活動について（仮）」

　国立保健医療科学院

   統括研究官　奥田　博子氏

17:05～17:10  【閉会挨拶】
　厚生労働省健康・生活衛生局健康課保健指導室

　室長　後藤　友美

事前配信：令和８年12月１日（火）～令和９年３月31日（水）

令和８年度　健康危機における保健活動推進会議プログラム（案）

　　　日　時　：令和８年12月23日（水）　13時00分～17時10分

　　　方　法　：YouTube配信

　　　テーマ　：災害時における被災市町村の保健活動の実際と支援体制の構築　～都道府県・保健所・市町村の役割と連携について～

　　　目　的　：被災市町村の保健活動を支えるため、実践事例の共有を通じて、都道府県、保健所及び市町村の役割や関係機関との連携・協働のあり方に

                      　ついて理解を深めるとともに、各自治体における実効性の高い保健活動体制及び支援体制について学ぶ。

当日配信：令和８年12月23日（水）　13時00分～17時10分

休憩(５分)

15:15～17:05

【事例発表（30分×３）・シンポジウム（20分）】

テーマ「災害時における市町村の保健活動と都道府県・保健所の市町村支援につ

いて（仮）」

 ①石川県

 ②千葉県

 ③熊本県

【事例発表】

　①石川県（石川県・輪島市）

　②千葉県（千葉県・千葉市）

　③熊本県（宇城保健所・宇城市）

【コーディネーター・講評】

　国立保健医療科学院

   統括研究官　奥田　博子氏


